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ウェル・ビーイングの促進を目指した保健体育授業の開発
～パルクール（体つくり運動×器械運動×保健分野×体育理論）を通して～

現代社会はVUCA（予測困難・不確実・複雑・曖昧）な時代に突入している。
予測困難で不確実な環境下において、子どもたちは単なる知識や技能習得だけでな
く、問題解決能力や柔軟性、協働力などの「コンピテンシー」を習得する必要があ
るとされている。学習指導要領（小中学校平成２９年告示・高等学校平成３０年告
示）の改訂の経緯においても、今の子どもたちやこれから誕生する子どもたちが成
人して活躍する頃には厳しい挑戦の時代を迎えていることを予想している。
このような時代の変化や必要な資質・能力に対して、OECDは2019年5月に

「ラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030」を公表した。OECDの
「Education2030プロジェクト」が示すように、未来の社会で生き抜くために
は、先述した資質・能力の育成が必要とされる。
世界では「心身ともに満たされた状態」を指す、「ウェル・ビーイング（Well 

Being）」という言葉が注目されている。VUCAな時代だからこそ、人々は予測困
難な状況や不確実な未来に対処するための新たなアプロ
ーチを必要としている。社会や経済の急速な変化は、先
述したように単なる知識や技能の習得だけでなく、柔軟
性、創造性、協働力、そして精神的な健全さを求めるよ
うになった。そのため、ウェル・ビーイングの向上は、
持続可能で豊かな生活を実現するための重要な指標とな
っている。
特に、次の４つの資質・能力を保健体育の授業で育むこととする。以下は資質・

能力とウェル・ビー イングとの関連性をまとめたものである。 （以下の資質・能
力は本校の研究内容と関連付けている。）

OECD Education2030プロジェクトより

②研究の方法

①主題設定の理由

授業の事前、事後にアンケート調査を行い、その結果を分析する。アンケート
は「PERMAモデル（図表①）」に基づいて作成していく予定である。

PERMAモデルとは心理学者セリグマンが提唱したものであり、次の５つの言葉
の頭文字で構成されている。①Positive emotion（ポジティブ感情）②Engagement

（何かに没頭する）③Relationship（人との関係）④Meaning（生きていく意味）
⑤Accomplishment（何かを達成する）である。

③授業（予定）計画
生徒たちが安心して学習を進めることができるように事前（夏休み）に資料を

配布する（反転学習）。配布予定資料は「OPPシート（図表②）」「学習計画表
（図表②・④）」「GRASPS（図表③）」「評価規準（ルーブリック）図表⑤」
「学習カード（図表⑥⑦）」を予定している。また、本単元では逆向き設計論に基
づいて「GRASPS」を活用する。

①主 体 性：予測困難な状況でも、解決に向けて自己調整をし、粘り強く取り組む。

②寛 容：他者の意見や価値観を尊重し、多様性を受け入れる。

③つなぐ力：他者と協力して問題を解決する（協働）。知識を活用し技能に繋げる。

④探 究：多様な課題に対して柔軟に対応し、解決策を見出す力。

参考文献
金沢工業大学 心理科学研究 HP（PERMA-Profilerの説明 | 心理科学研究所

OECD 明石書店 保健体育教育の未来をつくる OECDカリキュラム国際調査

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説（保健体育編）

西岡加名恵 石井英真 日本標準 2019 教科の「深い学び」を実現するパフォーマ
ンス評価「見方・考え方」をどう育てるか

体育科教育 大修館書店 2022.7～2023.9

前野隆司 太田雄介 2023 実践！ウェルビーイング診断

梅澤秋久 2024 ウェルビーイングを高める体育

④学習の方針

設定した４つの資質・能力を育むための具体的な取り組みを以下に示す。

・ＯＰＰシート（図表②）を活用し、毎授業
後に個人の振り返りを提出させ、形成的評価
（改善点等のフィードバック）を行う。振り
返りを行うことで自己の課題と向き合い、そ
の克服のために粘り強く取り組み、その中で
自己調整する態度を養う。

・技能試験は１回ではなく授業内で何度も
「チャレンジ」できることとする。粘り強さ
や自己調整を育む。

・生徒がパルクールコースを設計し、インス

トラクターとして他者に説明することで、自
ら進んで行動し、自己調整しながら取り組む
姿勢を育む。

１ 主体性
・全員が無理なくクリアでき、課題（新体力
テストの結果から）を克服できるパルクール
コースを設計する。

・他者の立場になり、インストラクターとし
て、コースのポイント（クリアのコツ）を伝
える。

・グループで協力してコースを設計・実行す
るため、異なる意見や価値観を尊重し合うこ
とが重要となる。他者の意見を理解し、協力
し合うことで、寛容な態度を育む。

２ 寛 容

・パルクールコースの設計士＆インストラク
ターをゴールと定め、班活動中心に授業展開
をする。

・授業後に班での振り返りを行い、コミュニ
ケーションをはかる。

・新体力テストの結果を分析し、それをもと
にパルクールコースを設計する過程で、様々
な知識と実際の体験を関連付けて考える力を
養う。（多様な知識を結びつけ（つなぐ）、
他者とのつながりを大切にする力を養う）

３ つなぐ力

・具体的な問題・課題（新体力テストの結果
を踏まえて、課題を見出し、解決に向けた
「パルクールコースを設計」する）を提示し、
解決に向けて「個人→班」の流れで考え、実
行し、振り返る。

４ 探 究

⑥先行実践の様子

⑤配布資料（予定）

金沢工業大学
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を参考に筆者が作成
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保健分野と体育理論の関連
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＊本報告はR7年度実施予定の授業計画である。
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